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２匹の魚と５つのパンで (ルカ9:12-17)
　たぶん、礼拝のこのとき以外に、心から「私は幸い。あなたも幸い」と言えるようになれば何の問題もない勝利の扉が開かれると思います。しかし、実際、信者でも今現在の自分の条件、自分が置かれている環境などにすぐに流されて、そのような祝福の告白を無くして忘れてしまいがちです。そうすると、つい言い訳に走り、不平不満を吐き出し、また劣等感を覚えて、つい何かと他の誰かと比較してしまう意識を持つようになります。それで、クリスチャン、信者なのに無気力になり栄誉のある戦いではなく、無駄な余計な戦いにエネルギーと時間を費やしてしまう場合があります。クリスチャンの私たちがそうしている間に現場には本当の助けを必要としている多くの人がそのまま放置された状態になってしまいます。それは一つの過ちではなく2重、3重の過ちになってしまいます。それらをぜひ覚えて、ついつい自分自身が今抱えている状況、条件、また自分が今置かれている環境にあまりにも支配され、影響されやすいクリスチャンの体質から抜け出していただきたいと願います。それで今本当に助けを必要としている、困っている現場、この世の中を助けることができる、本当の意味で力あるクリスチャンの歩みを歩んでいただきたいと願います。
　今日のこの聖書の箇所を見ると、みなさんもよくご存知の有名なお話です。イエスさまの噂が広まり、多くの人がイエスさまに従って何とかしてもらおうと集まりました。男だけで5千人ぐらいの人数でした。今回、レムナント大会で400人ぐらいの人が集まっていましたがそれだけでもいろいろなトラブルが起きてしまいました。その10倍以上の人数が今のような最先端の装備などがまったくないところへ集まった人数が5千人以上、たぶん1万人くらい、それ以上になるかもしれません。そのように人々が集まるようになりました。それくらいの人数が集まるためには普段、人が暮らしている村では無理でした。そのためそこからかなり離れたところにいらっしゃいました。日が暮れて時間がだいぶ経っているので食べ物に困り、また寝ないといけないので弟子たちが心配になってイエスさまにお願いしました。「イエスさま、彼らを村や部落などにやって宿をとらせ、自分で食べ物などを調達して食べるようにしましょう」とお願いしました。当たり前でしょう。そのときイエスさまは普通の頭では理解できない話をされました。13節を見るとイエスさまが彼らに言われました。「あなたがたで何か食べ物をあげなさい」と。それを言われたのは12名です。食べ物を必要としている、助けを今必要としている，困っている人は1万人くらいになります。それで弟子たちはこれはとんでもないジョークだという思いだったと思います。「私たちには5つのパンと2匹の魚しかありません。これで何ができるでしょう」と。それも5つのパンと2匹の魚を「これくらいはあります」と信仰をもって差し出したものではなく、「今何をおっしゃっているのですが」という意味です。そのときにイエスさまはそれは冗談、ジョークではない。すべての民を50人の組にして座らせなさい。それから、彼らが差し出した「これで何とかしてください」という思いではなく、「これしかないのに何ができるでしょうか。私たちにあるものはこんなものしかありません」と思っていた2匹の魚と5つのパンを取り天を見上げて祈りつつ、それをイエスさまが祝福して裂きはじめると、正確な人数はわかりませんが、そこにいたすべての人、1万人以上の人が全部食べて満腹したと言われています。その光景は細かく書いていないのでどのようなことだったのかよくわかりませんが、5つのパンを持って裂きますとまたそこに新しいパンが出たのかどうか、とにかく裂いて、裂いて1万人が全部が食べるくらい、魚も同じです。

それから、食べただけではありません。余りました。それもイエスさまならちょうどぴったりに合うように準備できると思いますが、わざと少し余るようにしたと思います。聖書を見ると12名の弟子たちにひとりずつ、かごを持って余った分を集めさせたら12かごになったと書いてあります。ちょうど余った数が12の弟子が全員、体験できるくらいでした。たぶん、彼らはこれをひとりずつ自分で集めるわけですから、見てびっくりしたでしょう。「これはどういうことなのか。やはり」となったことでしょう。12名の弟子たちの信仰の問題です。そこがイエスさまのポイントです。5千人を食べさせるというのはイエスさまにとってたいしたことではありません。でも、食べさせるだけではなく12かご分、余るようにして弟子たちに何かを訴えるようにされ、弟子たちはびっくりしました。そこでパンや魚を食べていた人々はのちのち、またイエスさまから離れてしまうようになります。イエスさまはここで何かを示されるつもりでした。これをとおして弟子たちはついつい自分の条件、今の自分の現実、自分が置かれている立場や環境、状況などに支配されやすいものですがそうしなくてもよいということがわかります。イエスがそこにいらっしゃるからです。そこが徹底的な違いです。信者というものはパンを裂いて5千人以上の人を食べさせたイエスを信じる人で、そのような人を信者、クリスチャンと言います。日本語では5つのパン、2匹の魚、「5パン2魚」でよいのではないかと思います。「5パン2魚」あるいは「2魚5パン」。発音しやすいほうが良いでしょう。週報にタイトルを全部書こうとしても日本語は長いので全部はまりません。2魚5パン。5パン2魚、それが何を意味するでしょう。本当にだれが見ていても、私たちが見ていても自分で考えても「これで何ができる。こんなものしか私にはありません。言い訳になりそうな、つぶやきの材料になるようなものです。それを用いてイエス・キリストは5千人以上の必要を全部満たしていたことを今日の聖書は私たちに教えています。

今日の5パン2魚のお話をとおして神さまが私たちに与えようとしている第1のメッセージは言うまでもありません。私たちが信じているイエスさまは困難な状況に陥っている、困っている人生、助けを求めている人の必要を満たす方であるというのがメッセージです。イエスは困ってどうしようもない人生を助ける方です。それでイエスさまが自らおっしゃいました。「すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。」「わたしは道であり真理でありいのちです。道に迷っている者、答えが無くてさまよっている人はわたしのところに来なさい。わたしはいのちのパンです。飢え渇きを覚え人生、どうしようもない苦境に陥っている人々はわたしのところに来なさい。わたしからいのちの泉があふれ出る。足りないことなくたくさん飲むことができるから」とイエスさまはおっしゃいました。皆さん、神様のメッセージを心に留めてください。私たちが信じているイエスさまはこの暗い世の中に、困っている人、助けを求めている人がたくさんいます。しかし、どこに行っても助けてもらえない、答えがない困った人生を助けるお方です。それを言葉を変えますと、「イエスはキリストです」と言います。イエスさまは奇跡を見せるためにパンや魚を持って何かをやったわけではありません。結局、それを食べた人はまたイエスさまから離れてしまいました。弟子たちに何かを教えるために、また他の人にも「わたし、イエスは約束されたメシヤ、人類の希望、困った人生が助けられるメシヤ、キリストです。だから、だれでも主イエスの御名を呼ぶ者は救われます。だれでもイエスを信じる者はその人とその家族は救われます」と言われるようになります。イエスはキリストです。イエスは人を助けるお方です。イエスは困っている人生を助けるためにこの世に来られた方です。しかも、その助ける方法は、ご自分の尊い聖いいのちをささげる他に方法がなかったので、十字架にかけられ血を流され尊いご自分のいのちを犠牲にして私たちの困っている人生を助ける方です。唯一、イエスさまだけがさまよいつつ困っている人生を助ける方です。今も世の中の多くの人がお金があるかないか、知識があるかないかに関係なく、困っている、助けを求めています。人気があればそのようなことはいらないだろうと皆、思うかもしれませんが、そのような人はより虚しいのです。その人気を維持するためには自分の力ではどうしようもできません。それでドラックや何かの麻薬に手を染めるしかありません。助けを求めています。この間、麻薬の患者が回復のために集まる会に行ってみましたが、彼らも家族や社会からも捨てられ、どこに行っても認められない状態で自分たちもそれが嫌なのです。立ちたいけれどどうしようもできないのです。そんなときに本当の答えが無いのにそのような人々を集めてケアをするだけ、お互いに話し合う場を作るだけでも、それがあることで助かりましたと言います。特にそのような患者さんにとっては、どこにも訴えるところもないし、助けを求めるところもないからです。それが薬物依存症の人だけでしょうか。青少年は青少年なりに悩みを抱え、「ぐれる、ぐれる」と言いますがぐれるしかない、それはある意味、助けを訴えている裏返しではないでしょうか。夫婦は夫婦の間に、また定年退職した人は定年退職したそのことで悩みを抱えています。
昨日もテレビを見ていましたら、定年退職した人に「引退後、何をしたいのか」と尋ねていましたが、今まで規則正しく生活していたけれど、それらを全部無視していっぱい遊び、いっぱい寝たいというのが願いでした。それで、実際、定年退職した人の生活を取材しました。朝7時ごろに起き、きちんと朝ごはんを食べ、1日パソコンゲームをしたり、犬と遊んだり、また昼ご飯を食べてまたゲームをし、夕ご飯を食べまたゲームやテレビを見て寝るというのが毎日繰り返されます。奥さんは大変だろうなと思いました。私は定年退職とかはないでしょう。病気にならない限りは現役ですから。ただ、強制的に教会の牧師を引退したとしてもあのような生活はごめんだなと言う思いがしました。

だから、何か私たちが見たときには小さい大きい差はあるかもしれませんが、皆助けを求めているのです。心からの叫びを聞いたことはないでしょうか。非行に走る、罪を犯すことは確かにやってはいけない悪いことですが、それは心からの助けを求める声であり、でも、どこに行ってどのように助けを求めればいいのかわからないので、その心の叫びの裏返しだという話は一般的にもたくさん聞いているのではないでしょうか。精神的に困っている方々、自分でも自分自身をコントロールできず悩み助けを求めている方々、病気になり、経済的に困ったり、特に最近は子育て、社会的には高齢化社会が困っていて助けを求めています。
イエスさまは唯一困って助けを必要としている人生、人々を助けるお方です。それがメッセージです。特にイエスさまは困っている人生というものは単なる目に見えることがすべてではないので、そうなってしまうのは根本の方からトラブルがあってそうなったのです。だれも知りません。イエス・キリストはどのように助けを必要としている人を助けるのかと言うと根本から助けます。人の根本と言いうものは、人間は神のかたちに創られたもので、たましいがその人の根本です。それが動物との徹底的な最初からの違いです。形が似ているから、生物学的に似ている部分があるから一緒ではないかというのはとんでもありません。最初から違います。魂があり、その魂を中心にして人が成り立っています。その魂が死んでしまいました。たましいがすべての機能を失うようになりました。私たちをお創りになりました創造の神様が聖霊をとおしてともにおられて人間らしく生きる者になっているのに、人は罪を犯してそのたましいが死んでしまい、神を離れて神を失うようになりました。祝福といのちの基から絶たれるようになってしまいました。まるで魚が水から出たのと同じように。その結果、それで終わりではありません。人生真っ暗になるしかない、運命、滅びの絶望の運命に捕らわれるしかありません。というのは神を失ってしまったその人のたましい、その人の人生を目に見えない悪魔、サタンと言う暗やみの世界のオーナーが人のたましいを支配するようになりました。だから、人の人生が困っているというのは小さな簡単な表面的な話ではありません。根本からそうならざるを得ない理由があったのです。これはいいお話はありますが宗教でも力になりません。また、人の努力も褒めるべき内容ですがそれも通じないところです。唯一、神様と出会うように、この悪魔のしわざを打ち壊して勝利しないといけないし、このすべてが罪によるものなので、その罪を完璧に解決して清めないといけません。そのことをなさる、そのことのために来られるということがキリストと言う意味です。だから、人の困っている人生の根本から助けるためにはキリストが必要です。イエスはそのキリストです。それでイエスさまのことを真の祭司、真の預言者、真の王様と言うのです。イエスさまは人を根本から、だれでもイエスを信じると神のいのちが宿るようになるし、死んでいたたましいが生かされ、悪魔のしわざから完全に解放され助かるようになり、罪が完璧に清められ神の子どもとして受け入れられ、神様に義と認められる者になります。なぜでしょうか。イエスはキリストだからです。困っている人生は根本から助けないと本当の助けにはなりません。宗教を良いとか悪いとかいうつもりはありません。それはこの人の困っている人生、疲れている人生の根本の方をタッチすることはできません。イエスさまは助けを必要としている人をその根底から助ける方であり、それから、根本を助けられた人はそのままほっておかないで、現在、現実の中で実際的に助ける方になります。それでキリスト、イエスを信じて受け入れた人は、それからも困ったことがたくさん起きます。それにもかかわらず、イエスを信じると、その人の中には聖霊が宿るようになり、その聖霊は「助け主」と言われる方です。イエスさまはおっしゃいました。わたしはあなたがたに助け主を送ると。イエスは根本を助け、もう終わりと言う方ではありません。ずっと実際的に私たちが困っているときに助ける方です。ですから、イエスさまは植民地の状況の中で困っている初代教会の弟子たちが「今私たちは困っていますがどうしましょう」と聞いたときにイエスさまはおっしゃいました「それはあなたがたは知らなくてもよい。あなたがたは困らなくてもよい。あなたがたはそれで悩まなくてもよい。私が助けるから。私が助け主、聖霊を送るから、聖霊がともにおられるから、その聖霊の力が現れると、聖霊充満にあずかると、すべて困ったことを打ち砕いて勝利できるようになります」私たちの計算や頭ではできる、できないなどいろいろあるでしょうが、聖霊、創造の神の霊であられる聖霊がともにおられるようになりますので。これがキリストです。それでイエスさまは実際的に助ける方です。今、実際的に困っている状況の中で、誰かが病気で悩んでいるのでしょうか。自分の悪い性格で悩んでいるのでしょうか。これからの進路のことで悩んでいるのでしょうか。特にイエスさまを信じたのにもかかわらず霊的な様々な問題が中々消えず苦しんでいるでしょうか。そこでイエスが今も助けていらっしゃいます。聖霊が臨まれるとイエスの御名によって聖霊充満が約束され聖霊の力が与えられるようになっているので、イエスの御名を今呼んでください。イエスさまは困っている人、人生を実際的に助け、それから、これからもずっと助け続けるお方です。イエスさまはおっしゃいました。私たちはこれから何が起きるかわかりません。未来のことは行ったことがないからわかりません。不安になるかもしれません。イエスさまはすべてご存知の上で、イエスさまは過去も未来もありません。神は霊でありますので。イエスさまはすべてご存知の上でおっしゃいました。「世の終わりまでいつもあなたがたとともにいます」。これからもイエスさまは皆さんを助けます。荒野のような砂漠を歩くときでもイエスさまはそのときも助けられます。だから、私たちの人生は何も困ることは本当はありません。困ったことがいろいろありますがクリスチャンにとって今も後もイエスがいらっしゃるから、イエスを見上げなさいと言われているでしょう。ですから、実際は困ったことなどありません。今日、5千人以上の人が困っていました。彼らを簡単に助けられたイエスさまを今日確認して皆さんが私の救い主だと信じて心に受け入れて、たまにしかないでしょうが「イエスさま」と呼んでいるそのイエスさまが、皆さんが考えているような方ではなく、困っている人生、助けを求めている人生を助けることができる、実際に助けるお方、キリストです。覚えていてください。皆さん自分自身はもちろんのこと、これから周りで助けを求めている人がたくさんいます。それが見えてくるようにならないといけません。そのような人を見ながら他の何かを考える必要はまったくありません。イエスが助けなのに、イエスに助けがあるのに、それをクリスチャンと言います。
それから、2番目のメッセージは、イエス・キリストを信じるクリスチャンの私たち信者は、助け主であるキリストの使節、キリストの大使であるということがメッセージです。イエスさまはイエスさまご自身で助けられます。それにもかかわらず、このようにおっしゃいました。「あなたがたであげなさい」と。イエスさまは彼らの力がどれくらいなのか、彼らが何を持っているのか、助ける相手がどういう状況なのか、どれほど人数が多いのか、それを知らないで譲歩したわけではありません。すべて全部把握したうえで私たちの計算ではどうしても合わないけれど、すべて把握して踏まえておっしゃいました。私たちの計算をはるかに超えてあなたがたで。私たちの方から考えたときには何もできそうにない、そういう者です。それにもかかわらず、イエスさまは今もおっしゃっています。あなたがたでやりなさい。レムナント教会のあなたがたで困っている人、助けを求めている人を助けなさいと。イエスさまは助けますが、イエスさまからその助けのすべてが流れ出るようになりますが、私たちクリスチャンにあげなさい、つまり、言葉を変えると彼らはよく気づいていませんでしたが自分の今の人間的な姿や今の条件などを見ながら自分自身を評価し判断していたでしょうが、イエスさまは違います。あなたがたはイエスを主と告白し従っている弟子ではないのか。あなたがたは今、気づいていないでしょうが違います。あなたがたはわたしの使節、わたしの代わりであり、わたしの大使だと。これがメッセージです。彼らはそれに気づくだけです。外見とまったく関係ありません。聖書にはクリスチャンの私たちが今、学があるかないか、年が何歳なのか、財力があるかないか、才能が優れているかあるいは小さいか、どこにいるかとはまったく関係なく、あなたがたは世の光、世の塩と言われています。これがメッセージです。何かをやる前に自分自身のことを再発見してアイデンティティを回復しないといけません。キリストの大使というものは、キリストが困っている、助けを求めているその人生を助けるお方であれば、私たちもそのようなことができるということです。私たちをとおしてそれをなさるということです。なんと感謝でしょうか。言葉を変えますと世界で地球上、もっとも貴重な、もっとも価値ある存在であり、その人生を歩く者という意味です。皆さんがです。今弟子たちは外見、今の状況、恰好を見るとほめるようなところは何もありません。それにもかかわらずイエスさまはおっしゃいました。初代教会の人々もまわりから見ると指差される者でしたが、それでもイエスさまは見通しておっしゃいました。「あなたがたが世界を変える」と。なぜでしょうか。わたしの代わりだからです。これが秘密です。イエスさまが皆さんに、わたしが代わりたいからおっしゃったのではありません。イエスを信じて受け入れた瞬間、イエス・キリストが聖霊をとおして皆さんの中に入って皆さんとワンネスになります。それで言われることです。これは不思議な秘密です。存在が、本質から根本から変えられるようになります。あなたがたは世の光です。

それから王である祭司というものになります。この言葉はもう数えきれないでしょう。それがメッセージです。自分自身のことをこの世にはいなくてはいけない尊い貴重な価値ある存在だと自分自身のことをぜひそのように認めて思っていてください。理由はキリストのなさることを代わりになさるのですから。宗教や教育、政治や経済、心理カウンセラー、精神医学などでは助けることができない困っている人生、疲れている人生、さまよっている人生を助けることができるキリストの大使ですから。皆さんは尊い存在です。これが私たちの生きがいであり、私たちの存在意義です。私たちは以前どうだったのかと関係なく、イエス・キリストがそのような存在に変えてしまいました。私たちが気づいていないだけです。だれでもキリスト、イエスのうちにあるものは古いものは過ぎ去ってすべて新しくなります。ぜひ覚えていてください。これが神様の願いです。地球が動いている理由は困っている人をキリストによって助けるためです。その神の願い、そのために私が用いられる者です。これを言葉を変えると福音宣教と言うのです。福音宣教はイベントではありません。負担を持って何かをすることでもありません。

今回、レムナント大会で柳先生がここまでおっしゃいました。救われたこと自体がもう伝道だと。その意味がわかりますか。皆さんが救われたというのは伝道のすべてであるいのち、キリストが皆さんと永遠にともにおられることなのでそれ自体が伝道にならざるを得ない存在です。神様は伝道ができないからできるようにではなく、もう伝道そのものなのでそれに気づいてもらえるまでいろいろな働きをしながら待っておられます。私たちクリスチャンというものは存在そのものがもう伝道です。私という存在そのものが神の国です。私が行きますと神の国が臨まれるというのは当たり前で、暗やみの力が打ち砕かれているのも当たり前で、それをそうだと認め認識して味わう人なのかどうかが問題です。もうすでにそうなりました。イエスは助けを求める、困っている人生を助けるお方であり、私たちクリスチャンは自分自身はそのキリストの働きを代りにまっとうするキリストの大使です。本当に皆さん一人一人たいしたものです。それを毎日、自分自身に言い聞かせることができればなんと幸いでしょうか。でも顔を見ると日曜日、礼拝のときに先生が「一緒に言いましょう。私は幸い…」と言うそのときだけかなと思えます。皆さんが心から感謝を持って、言い聞かせればそれは必ず賛美に変わります。だれかと一緒ではなくてもそれができれば伝道はそのままでも伝道になります。心配しなくて結構です。伝道は神様がなさることです。困っている人が見えてきて、困っている人が助けを求めてくるようになるでしょう。そうなります。それをタラッパンと言います。それを経験したわけなので黄金の漁場に向かって出向いていくということがあるのです。でも、そのまえに伝道は皆さん自分自身が伝道です。人生の結論が「なるほど。キリストの大使として生きるのだね」です。困っている人生を助ける、これが私たちの生きがいです。ある会社で昇進し、どこかの才能を磨き、全国から認められ拍手をいただくことが結論ではなく、困っている人生を助けることです。国会議員に昇り総理大臣になることが目標ではなく、もし神様が許されるのであればその国会議員のバッチをつけて総理大臣の肩書を持って困っている人をキリストの御名によって助けるためにということが人生の結論です。それより輝かしい肩書はありません。それを誇りに思いましょう。それを自慢にしましょう。これがメッセージです。そして、この神の願い、これが私たちの人生の結論になっていれば私たちにあるすべてがこの神の願いと結びつくようになるでしょう。問題はイエスさまがキリストであることと自分がこのキリストの代わりとして生きるという人生の結論があるかないかが問題であって、私の条件、環境が悪いなどは本当は問題ではありません。

もしここまでしっかり結論が出ていれば、3番目のメッセージです。その結論を出している信者が抱えているすべてが祝福です。これが3番目のメッセージです。たとえ自分が見て、自分が計算したときにこれで何の役に立つのか、これで何になるのかと思うような2魚5パンのような者でも祝福して5千人以上食べさせる祝福になります。だから、一番最初に申し上げましたようにクリスチャンがつい条件や環境などをとおして劣等感を覚えたり、不平不満を言い出したりするのは条件が悪いから、才能がないからではありません。結論が出ていないからです。イエスによって結論が出ていないからです。もし結論が出ていればどこまででしょうか。2魚5パンのような本当にこれは何なのかと思うようなものでも祝福になります。これが秘密です。クリスチャンのすべての祝福、たとえば私たちの辛い、暗い、悲しい過去、それさえも祝福になります。極端に言いますと私たちが過ちを犯し、失敗をするということは望ましくありません。本当にこの福音によって伝道という結論がしっかり出ている者であれば自分の過ち、失敗でさえ祝福になります。伝道のために全部用いられます。これが秘密です。これが2魚5パンの意味です。皆さんには2魚5パンの何があるでしょうか。人に見せたくない、知られたくない、恥ずかしいことがあるでしょう。それが祝福になります。どうすれば良いのでしょうか。イエス・キリストが天に取り上げて祝福されると。いつ祝福されるのでしょうか。結論が出ていればです。つまり、それは伝道、福音宣教と言う結論と全部結びつけば、全部役に立つものです。極端に言うと昔、自分が親に暴力をふるわれたとしてもそれも役に立ちます。それが5パン2魚の秘密です。私たちには5パン2魚のことはいつも隠したいし、いつも劣等感の材料になるし、いつも過去の傷の材料になります。でも、それも取り上げられて祝福になり、それも用いられ全部、役に立つ者です。それが福音の大きさ、福音の力です。何一つ、何一つ言い訳、傷、悲しいものとして、悪いものとして心に持っていてはいけません。それは悲しいものだからではありません。皆さんがキリストの大使と言う結論が出ていないからです。そうすると、悲しいものは悲しいもの、うれしいものはうれしいもの、といつもそのようなレベルです。

結論が出ているのでダビデは言いました。死の陰の谷を歩くことも、義の道へと導かれる祝福なのです。ヨセフも言いました。今回、メッセージを聞きました。福音宣教と言う結論が出ていたので私の人生は困っている、助けを求めている人を助ける人生で、そのために生きるという結論さえあれば、皆さんが悲しんでいた、困っていたこと、隠したいこと、ヨセフの悲しい過去等は悲しいものではなく必要不可欠のものだったのです。2部の礼拝でもっと細かく申し上げますが、結局は全部用いられる理由あるものになります。これが福音の秘密です。そうすることによって初めて傷がいやされるようになります。今現在、不平不満を吐き出すしかない現実があります。でも、それも祝福です。すべての私たちが抱える条件、才能がないのでしょうか。それも祝福になります。ありますか。それも祝福になります。福音宣教と結びつくようになれば。健康な人は祝福で障害を抱えている人は祝福でないというのは宗教の感覚であって、障害の人が健康になろうと頑張る必要はありません。障害そのものが祝福になります。健康な者はその健康が祝福になります。肉的な祝福でなく福音宣教と結びつく意味ある理由ある祝福に全部がなります。皆さん、聞いたことがないでしょうか。昔、ものすごく患っていて癒された牧師が病気の人、その病気を癒す人、そのような働きがメインになります。役に立ちます。たとえば、刑務所の経験があるでしょうか。それは言いたくありません。辛い過去でしょう。福音宣教の結論が出ていればそれも役に立ちます。全部役に立ちます。それが5パン2魚です。そこにその秘密があります。つまり、考え方を変えないといけません。
最後のメッセージです。そうならば今、5つのパン、2匹の魚で5千人というのは問題ではありません。クリスチャンの最高の武器は信仰です。イエスがキリストであることを信じる信仰、そのキリストの御名によって聖霊の力が与えられることを信じる信仰、オンリー聖霊が臨まれると力を受けることを信じる信仰、それを信じてあらゆるものをカットし祈りに専念し待っていれば神のわざが現れることを信じる信仰です。イエスさまはそれを言いたかったのです。あなたがたでやりなさいと。本当であればキリストであるイエスさまがおっしゃることなので、聖霊の力であればできないことはないでしょう。これが福音宣教と関わった意味あることであれば、「わかりました」と言うのがイエスさまが願っていらっしゃいます。「でも、5千人もいて私たちには何もありません」。皆さんの現場から始めていただきたいといつも申しあげているのですが、皆さんの心の中では口では言わないし「アーメン」と言うのですが顔を見ると「でもうちの現場のことを知らないでしょう。私はこんな問題も抱えているし」と思っているようです。ある人は才能があるないで伝道ができる、できないと言います。無い者は才能ない者に役に立つから何も心配する必要はありません。神様はすべてをご存知の上で全部、調整して合わせていらっしゃるから何もそれらのことは気にしなくて良いのです。信仰です。義人は信仰によって生きます。日本の社会は伝道が難しい。それは私たちがこだわるテーマではありません。信仰です。イエスさまが弟子たちにあなたがたでとおっしゃったときにはイエスがキリストだと信じているのと聞かれました。いつもその質問です。そうするとそこにはすべての問題が終わり、聖霊の力というものがいつもそこにあります。何も心配しなくて良いです。病気は治らないのでしょうか。治ると伝道できる、治らないと伝道できないと思うのでしょうか。治らないままそれも祝福で伝道に用いられます。私たちに信仰さえあれば。5パン2魚。考え方を全部変えてください。だから、結論のある者は悪いことは何一つありません。だれかのせいにもしないで、自分が才能、学歴がないから、お金がないから、健康がないから、健康がない者に走りなさいとは言いません。ベッドに横になって伝道ができるのですから。問題はそれではありません。結論と信仰です。それが今日の5パン2魚をとおして私たちに与えられるメッセージです。ぜひ、このメッセージを黙想しながら、まず自分の人生にある神さまの伝道の計画が何なのかを問いつつ見つけ出すようにしましょう。それから、まずは聖書に言われているとおりにエルサレム、今置かれている現場から始めてください。それに言い訳をしている限りはサマリヤと地の果てにまでというのは見えません。エルサレムから始めてください。十分できます。

それから、さっき申し上げましたように状況、環境による不平、不満、言い訳、自分の対する否定的な考え方などすべて下してしまいましょう。イエスはキリストだからです。私は右の手がなかなか曲がらないのでゴルフができないではなく、曲がらないままやればいいのです。それなりのゴルフはまた別にあります。実際にいつもできないとおっしゃっている牧師がいたのですがやらせました。それなりのゴルフがありますから。もし、ゴルフができなければそれに合うスポーツを探せばいいでしょう。ましてや福音宣教と言う結論があるならば。

　もう一度言います。5パン2魚、つまりわたしたちに見せない恥ずかしいものでさえ全部役に立ちます。否定的な暗い思いは全部捨てるように、それから、皆さんの持っているものを福音宣教のためにささげ、神様が思う存分使うことができるようにお祈りをささげてください。この才能しかありません。これを福音宣教のためにとりあげて祝福して用いてくださいと祈ってください。どうなるかわかりません。そのまま用いられるか、それを増やして用いられるか神様がなさることであって、5パン2魚に対しての考え方を考えなければなりません。「5パン2魚」ではなく、5パン2魚を大げさにではなく福音宣教という結論に結び付けイエスが用いて祝福されると全部が役に立つものになります。だから「2魚5パン」に対して2魚5パンにしないと私はもう才能がありません。頭が悪いです。私も障害を抱えています。うちの家はこのような問題があります。その問題が祝福です。問題あるもの理解し、問題あるものを助けることができます。
柳先生がおっしゃいましたが、耳がよく聞こえない方々の集会に行ったときに、彼に対して熱い思いを持つようになります。耳がいつも聞こえるようになっていたら、耳が聞こえない人は助けることができません。だから良かったのではないでしょうか。あらゆる覚悟から困っている人はたくさんいます。この間、日本の麻薬回復の集まりに行ったとき司会をし、その団体の係りになっていたその人も経験者です。経験者だからこちらで聞いていると話しているのは4人くらいであとは寝ています。お話をしてくださいと言っても誰も話そうとしません。それでもせかさないで待ちます。彼も今現在の誘惑があるので。責任を持ってやっています。経験のない私だったら無理だなと思います。私にはそのような経験がないからです。彼は経験があるからです。彼らの話を聞くと、私たちの中で話をしたなら衝撃的な話ばかりなのですが、彼らには普通の話です。司会をしている人も、全員同じです。司会をしている人も全部理解します。きちんと聞いていてください。だから、私たちにある2魚5パンが5千人を食べさせるすごいものに膨らんで助ける場合もあるし、そのまま助けられる場合もあるしそれ自体がもう祝福です。余計な考え方をするなら洗ってください。洗い流してください。みなさんはキリストの大使、祝福の方です。ぜひ考えてみてください。お祈りします
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。今日、イエスさまが本当に恥ずかしいもの5パン2魚をとりあげて困っている人生を助けるその働きを聖書から教えられました。どうかクリスチャンの私たちがどれほど重要な価値ある存在なのかをしっかりと確認して、アイデンティティを回復して困っている人、助けを求めている多くの人を見ることができるように、彼らを助けることを人生の生きがい、結論としてしっかり持って、5パン２魚を大事にし、言い訳、不平不満、劣等感や比較意識などを全部捨てて、それを持って主にささげ祈り用いられるクリスチャンになれるように一人一人を祝福してください。　　　

イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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